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平成23年11月30日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ス ペ ー ス

代 表 者 名 代表取締役社長 加藤 千寿夫

（コード番号：9622 東証２部、名証２部）

問 合 せ 先 経営管理室長  三品  和久

（ T E L . 0 3 - 3 6 6 9 - 4 0 0 8 )

 

 

（訂正）「(訂正・数値データ訂正あり)平成18年12月期 決算短信(非連結)の一部訂

正に関するお知らせ」の一部訂正に関するお知らせ 
 

 

 平成19年３月27日（火）に開示しました「(訂正・数値データ訂正あり)平成18年12月期 決算短信(非

連結)の一部訂正に関するお知らせ」の記載内容について一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正

いたします。 

 なお、訂正箇所には  線で表示しております。 

 

記 

 

 

 訂正の内容 ※訂正後の数値を訂正しています。 

  ３．配当状況 

   純資産配当率（％）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ページ 

  ３．経営成績及び財政状態 

   ２．財政状態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ページ 

 
※上記ページ数は、平成19年３月27日に発表しました「(訂正・数値データ訂正あり)平成18年12月期決算短信(非連結)の一部訂正

に関するお知らせ」のページ数です。 



- 2 - 
 

３．配当状況 

【訂正前】 

・現金配当 １株当たり年間配当金（円） 配当金総額

（百万円）

配当性向 

（％） 

純資産 

配当率(％) 中間期末 期末 年間 

17年12月期 15.00 15.00 30.00 484 31.0 2.7 

18年12月期 10.00 14.00 24.00 573 34.0 3.1 

19年12月期（予想） 12.00 12.00 24.00 

 

【訂正後】 

・現金配当 １株当たり年間配当金（円） 配当金総額

（百万円）

配当性向 

（％） 

純資産 

配当率(％) 中間期末 期末 年間 

17年12月期 15.00 15.00 30.00 484 31.0 2.7 

18年12月期 10.00 14.00 24.00 573 34.0 2.5 

19年12月期（予想） 12.00 12.00 24.00 

 

 

３．経営成績及び財政状態 

 ２．財政状態 

【訂正前】 

（営業活動によるキャッシュー・フロー） 

  当期における営業活動の結果得られた資金は、15億50百万円となりました。 

  主な内訳は税引前当期純利益29億４百万円、減価償却費１億42百万円、受注損失引当金の増加額２

億１百万円、減損損失４億69百万円、売上債権の増加額12億75百万円、たな卸資産の増加額４億８

百万円及び法人税等の支払額10億88百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当期における投資活動の結果使用した資金は、５億21百万円となりました。これは、主に有形固定

資産の取得による支出３億35百万円及び長期性預金の預け入れによる支出１億によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当期における財務活動の結果使用した資金は、３億24百万円となりました。これは、主に短期借入

金の増加額６億６百万円と配当金の支払４億83百万円及び自己株式の取得による支出４億48百万円

によるものであります。 

  なお、当社の財政状態及びキャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 

 平成17年12月期 平成18年12月期 

自己資本比率（％） 80.0 74.4 

時価ベース株主資本比率（％） 89.5 92.1 

債務償還年数（年） 0.3 0.7 

インタレスト・カバレッジ・レシオ 68.7 142.1 

  (注) 自己資本比率          ：自己資本／総資産 

     時価ベース株主資本比率     ：株式時価総額／総資産 

     債務償還年数          ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

     インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 
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【訂正後】 

（営業活動によるキャッシュー・フロー） 

  当期における営業活動の結果得られた資金は、15億50百万円となりました。 

  主な内訳は税引前当期純利益29億４百万円、減価償却費１億42百万円、受注損失引当金の増加額２

億１百万円、減損損失４億69百万円、売上債権の増加額12億75百万円、たな卸資産の増加額４億８

百万円及び法人税等の支払額10億88百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当期における投資活動の結果使用した資金は、５億21百万円となりました。これは、主に有形固定

資産の取得による支出３億35百万円及び長期性預金の預け入れによる支出１億によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当期における財務活動の結果使用した資金は、３億24百万円となりました。これは、主に短期借入

金の増加額６億６百万円と配当金の支払４億83百万円及び自己株式の取得による支出４億48百万円

によるものであります。 

  なお、当社の財政状態及びキャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 

 平成17年12月期 平成18年12月期 

自己資本比率（％） 80.0 74.4 

時価ベース株主資本比率（％） 89.5 92.1 

債務償還年数（年） 0.3 0.7 

インタレスト・カバレッジ・レシオ 68.7 72.7 

  (注) 自己資本比率          ：自己資本／総資産 

     時価ベース株主資本比率     ：株式時価総額／総資産 

     債務償還年数          ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

     インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

 

 


